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世界大会に参加されるみなさんへ
必ず
お読み
下さい

　
大
会
参
加
に
つ
い
て

■
会
場
の
出
入
り
の
際
は
必
ず「
代
表
章
」を

　
見
せ
て
く
だ
さ
い

　

代
表
登
録
を
さ
れ
る
と
円
形
の「
代
表
章
」を
お
渡
し
し
ま
す
。各
会
場
に
出
入
り

さ
れ
る
際
は
、係
員
が
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
に
代
表
章
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
広
島
用
、長
崎
用
で
色
が
違
い
ま
す
）

※

８
月
６
日
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会「
一
日
参
加
」の
方
は
、

　

当
日
チ
ケ
ッ
ト
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
分
科
会
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

■
記
載
さ
れ
た
記
号
の
会
場
で
有
効
で
す

　

８
月
５
日
の
世
界
大
会‐

広
島
の
分
科
会
チ
ケ
ッ
ト
は
、各
会
場
の
収
容
人
数
に
応

じ
た
枚
数
を
配
券
し
て
い
ま
す
の
で
、記
載
さ
れ
た
会
場
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。チ
ケ

ッ
ト
は
入
口
で
確
認
し
ま
す
。

　

分
科
会
の
参
加
に
つ
い
て
、他
の
分
科
会
の
チ
ケ
ッ
ト
や
、分
科
会
の
チ
ケ
ッ
ト
が
な

い
場
合
は
、当
該
分
科
会
の
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

入
場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
動
く
分
科
会
な
ど
に
つ
い
て

■
特
別
の
参
加
券
が
必
要
な
行
事
で
す

●
８
月
５
日
の
世
界
大
会‐

広
島
の「
動
く
分
科
会
」な
ど
、一部
の
行
事
は
、貸
切
バ
ス・

船
な
ど
の
利
用
や
弁
当
・
資
料
な
ど
を
準
備
す
る
関
係
で
、別
途
参
加
費
が
必
要
で

す
。必
ず
事
前
に
参
加
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
８
月
５
日
、広
島
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
に
│
政
府
と
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
対
話
」、８
日
長
崎
で
の「
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、別
途「
同
時
通
訳
機
材

使
用
料
」が
必
要
で
す
。
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会
場
で
の
飲
食・喫
煙
に
つ
い
て

■
み
な
さ
ん
の
心
づ
か
い
と
ご
協
力
を

　

い
ず
れ
の
会
場
も
、定
め
ら
れ
た
場
所
以
外
で
の
飲
食・喫

煙
は
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。喫
煙
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
場

所
で
も
、混
雑
す
る
場
所
で
の
喫
煙
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。ま

た
、吸
殻
、ゴ
ミ
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ

い（
広
島
市
・
長
崎
市
と
も
路
上
喫
煙
禁
止
と
な
っ
て
い
ま

す
）。ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
５
日
の
昼
食
弁
当
に
つ
い
て

　

８
月
５
日
の
分
科
会
の
昼
食（
青
年
の
ひ
ろ
ば
、動
く
分
科
会

は
除
く
）は
、会
場
受
付
で
弁
当（
お
茶
付
６
０
０
円
）の
注
文
を

承
わ
り
ま
す
。な
お
、弁
当
は
数
量
限
定
で
う
の
で
、ご
了
承
く

だ
さ
い
。

23

4■■医療・手話のご案内■■
●医療本部
　広島（４日と６日）、長崎（9日）の全体集会の会場内に医
療本部を設けています。必要な場合には、事務局にお尋ね
ください。
　上記以外に次の病院・診療所のご協力があります。

広島＝福島生協病院
　　　　広島市西区都町42-7　電話082-292-3171
長崎＝上戸町（かみとまち）病院
　　　　長崎市上戸町4-2-20　電話095-879-0705
　　　大浦診療所
　　　　長崎市大浦町9-30　電話095-821-1367
●手話
　広島（４日と６日）、長崎（9日）の全体集会には手話通
訳があります。必要とされる方は、舞台前の手話台付近
にお座りください。
●保育室
　広島（４日と６日）の全体集会会場内（小会議室）に保
育室を設けます。当日、直接お申し込み下さい。

全体集会の座席について
世界大会‐広島の開会総会・閉会総会では、地方ブロックご
との大まかな席割をしますので、係員または各代表団責任
者の指示にしたがってご着席ください。

［広島］ピンク

［長崎］グリーン
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●
政
府
・
国
際
機
関
代
表

ア
ン
ゲ
ラ
・
ケ
イ
ン

　
（
国
連
軍
縮
問
題
担
当
上
級
代
表
）

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ク
メ
ン
ト

　
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省　

大
使　

軍
縮
軍

備
管
理
不
拡
散
局
長
）

マ
ル
コ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

　
（
駐
日
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
特
命
全
権
大
使
）

デ
ス
ラ
・
ペ
ル
チ
ャ
ヤ

　
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
国
連
代
表
部　

常

駐
代
表
）

ト
ニ
ー
・
デ
ブ
ル
ム

　
（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国　

外
務
大
臣
）

ア
ル
マ
ン
ド
・
ア
リ
ア
ガ
・
オ
チ
ョ
ア
テ
ギ

　
（
メ
キ
シ
コ
大
使
館　

臨
時
代
理
大
使
）

●
平
和
運
動
団
体
代
表
・
個
人

◆
ア
ジ
ア･

太
平
洋

▼
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島　

ア
バ
ッ
カ
・
ア
ン
ジ
ャ
イ
ン
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
（
元

上
院
議
員
／
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
島
民
代
表
）

▼
グ
ア
ム

ア
ー
サ
ー
・
タ
イ
マ
ン
グ
ロ
（
グ
ア
ム
平
和
正

義
連
合
）

▼
パ
ラ
オ

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ロ
ン
ズ
（
非
核
パ
ラ
オ
）

	

▼
フ
ィ
リ
ピ
ン

コ
ラ
ソ
ン
・
ヴ
ァ
ル
デ
ス
・
フ
ァ
ブ
ロ
ス
（
非

核
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
合 

事
務
局
長
）

マ
ラ
ヤ
・
フ
ァ
ブ
ロ
ス
（
同
上　

情
報
技
術
担

当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

ニ
ー
ニ
ョ
・
マ
ラ
カ
ス
テ
・
デ
シ
エ
ル
ト
（
ミ

ン
ダ
ナ
オ
人
民
平
和
運
動
（
Ｍ
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
編
集
担
当
）

▼
韓
国

チ
ョ
ン
・
イ
ン
ド
ク
（
鄭
寅
徳
）（
韓
国
原
爆

被
害
者
協
会　

理
事
）

ウ
ォ
ン
・
ア
ム
ギ
ル
（
同
上　

ソ
ウ
ル
支
部　

運
営
委
員
）

イ
・
テ
ホ
（
参
与
連
帯　

事
務
局
長
）

キ
ム
・
チ
ョ
ル
シ
ン
（
健
康
な
社
会
の
た
め
の

歯
科
医
会　

政
策
研
究
会　

研
究
委
員
）

ペ
ク
・
ヨ
ン
ウ
ク
（
健
康
な
社
会
の
た
め
の
薬

剤
師
会　

事
務
局
長
）

ビ
ョ
ン
・
ヘ
リ
ョ
ン
（
嶺
南
理
工
大
学　

看
護

学
生
）

チ
ェ
・
ギ
ュ
ジ
ン
（
保
険
医
療
団
体
連
合　

企

画
局
長
）

▼
ベ
ト
ナ
ム

ブ
イ
・
バ
ン
・
ギ
（
ベ
ト
ナ
ム
平
和
委
員
会　

米
州
局
次
長
／
常
任
委
員　

ベ
ト
ナ
ム
友
好

組
織
連
合
）

グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
リ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
枯
葉
剤

被
害
者
協
会 

会
長
）

フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ロ
ン
（
同
上　

事
務
所
長
）

▼
ネ
パ
ー
ル

ゴ
パ
ー
ル
・
プ
ラ
サ
ド
・
ポ
カ
レ
ル
（
パ
ー
ル

ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
人
民
連
帯
機
構
（
Ａ
Ａ
Ｐ

Ｓ
Ｏ
）
事
務
局
長
）

ア
シ
ョ
ク
・
ク
マ
ー
ル
・
グ
プ
タ
（
同
上　

中

央
委
員
）

サ
ビ
ト
ゥ
リ
・
シ
ュ
レ
ス
タ
（
同
上　

書
記
）

ク
ス
ム
・
ク
マ
ー
ル
・
カ
ル
キ
（
執
行
委
員　

ネ
パ
ー
ル
平
和
連
帯
評
議
会
）

ビ
ー
ム
・
ナ
ラ
ヤ
ン
・
シ
ュ
レ
ス
タ
（
同
上　

評
議
会
委
員
）　

シ
ャ
ン
カ
ー
ル
・
ジ
ュ
ン
・
グ
ル
ン
グ
（
同
上

　

評
議
会
委
員
）

シ
ェ
ル
・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
・
シ
ュ
レ
ス
タ
（
同
上

　

評
議
会
委
員
）

ク
マ
ー
ル
・
マ
ラ	（
同
上　

評
議
会
委
員
）

ミ
ラ
ン
・
ラ
ー
ジ
・
ダ
レ
ル
（
同
上　

書
記
）

▼
イ
ン
ド

ス
レ
シ
ュ
・
ア
ワ
レ
（
イ
ン
ド
平
和
軍
縮
環
境

保
護
研
究
所
／
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー

モ
ア
ナ
ガ
サ
キ
平
和
博
物
館
担
当
）

ク
ル
デ
ィ
ー
プ・ロ
ヘ
（
同
上　

青
年
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

マ
ニ
シ
ャ
・
ガ
ウ
ル
（
社
会
福
祉
・
研
究
の
た

め
の
ロ
ー
パ
ン
タ
ラ
ン
協
会　

理
事
）

ク
マ
ー
ル
・
ス
ン
ダ
ラ
ム
（
核
軍
縮
平
和
連
合

（
Ｃ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
））

ビ
シ
ュ
ヌ
・
チ
ャ
ラ
ン
・
モ
ハ
ン
テ
ィ
（
イ
ン

ド
労
働
組
合
セ
ン
タ
ー 

副
議
長
）

ヤ
ム
ナ
・
サ
ダ
ナ
ン
ダ
・
ガ
オ
ン
カ
ル
（
同
上

　

カ
ル
ナ
タ
カ
州
委
員
会　

書
記
）

原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大
会
参
加
の
海
外
代
表
の
み
な
さ
ん

17
カ
国
か
ら
77
名
（
26
各
国
団
体
、
２
国
際
／
地
域
団
体
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
・
個
人
お
よ
び
政
府
・
国
際
機
関
代
表
６
名
（
７
月
22
日
現
在
）
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◆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

▼
ロ
シ
ア

ミ
ー
リ
ャ
・
カ
ビ
ロ
ワ
（
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク

核
被
害
者
団
体
「
ア
イ
グ
ル
」
議
長 

）

オ
レ
グ・ボ
ド
ロ
フ（
グ
リ
ー
ン・ワ
ー
ル
ド（
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
議
長
）

▼
ノ
ル
ウ
ェ
ー

ア
ン
・
ゲ
ル
ド
・
グ
リ
ム
ス
ビ
ー
・
ハ
ー
ル
（
核

兵
器
ノ
ー　

事
務
局
長
）

ハ
ン
ナ
・
ウ
ェ
ル
ノ
ー
（
同
上 　

理
事
）

▼
フ
ラ
ン
ス

セ
ア
ド
・
マ
ア
メ
デ
ィ
（
フ
ラ
ン
ス
平
和
運
動
）

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ア
リ
ボ
ー
（
同
上
）

 

ジ
ャ
ン
ポ
ー
ル
・
ア
リ
ボ
ー
（
同
上
）

セ
ブ
リ
ー
ヌ
・
ア
リ
ボ
ー
（
同
上
） 

セ
リ
ー
ヌ
・
バ
レ
ス
テ
ロ
（
同
上
）

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ボ
ア
イ
エ
（
同
上
）

ア
ガ
ト
・
ク
ロ
ス
（
同
上
）

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ク
ロ
ス
（
同
上
）

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
・
デ
ュ
シ
ュ
マ
ン
（
同
上
）

 

ジ
ル
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
（
同
上
） 

ナ
タ
ン
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
（
同
上
） 

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
（
同
上
）

サ
ン
ド
リ
ー
ヌ
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
（
同
上
） 

ジ
ャ
ニ
ッ
ク　

ル
プ
レ
ー
ト
ル
（
同
上
） 

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
リ
ュ
カ
（
同
上
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ミ
ュ
リ
オ
（
同
上
）

リ
ュ
シ
ー
・
ミ
ュ
リ
オ
（
同
上
） 

ナ
タ
リ
ー
・
ポ
ア
リ
エ
（
同
上
）

ア
ネ
イ
ス
・
リ
シ
ャ
ー
ル
（
同
上
）

 

ジ
ョ
エ
イ
・
リ
シ
ャ
ー
ル
（
同
上
）

 

キ
リ
ー
・
リ
シ
ャ
ー
ル
（
同
上
）

リ
ル
ー
・
リ
シ
ャ
ー
ル
（
同
上
） 

ス
テ
フ
ァ
ン
・
リ
シ
ャ
ー
ル
（
同
上
） 

グ
エ
ン
ド
リ
ン
・
シ
ョ
エ
ル
ラ
ン
（
同
上
） 

ア
ン
ヌ
ク
レ
ー
ル
・
タ
ト
ン
（
同
上
）

ロ
リ
ー
ヌ
・
タ
ト
ン
（
同
上
）

ラ
ル
ビ
・
ベ
ン
シ
ア
（
映
画
制
作
者
）

▼
ポ
ル
ト
ガ
ル

マ
リ
ア･

グ
ラ
シ
エ
テ
・
マ
ル
タ
ン
・
デ
・
ク

ル
ス
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
労
働
総
同
盟　

書
記
局

員
／
執
行
委
員
）

▼
イ
ギ
リ
ス

ア
ン
・
シ
ュ
ル
テ
ス
（
核
軍
縮
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｃ
Ｎ
Ｄ
）
組
織
担
当
者
）

◆
南
北
ア
メ
リ
カ

▼
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ガ
ー
ソ
ン
（
ア
メ
リ
カ
フ
レ
ン
ズ

奉
仕
委
員
会 

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
事
務

所
責
任
者
）

ソ
フ
ィ
ア
・
ウ
ォ
ル
マ
ン
（
ア
メ
リ
カ
フ
レ
ン

ズ
奉
仕
委
員
会　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｇ
・
キ
ャ

リ
ー
研
究
員
）

ス
ブ
ラ
タ
・
ゴ
シ
ュ
ロ
イ
（
同
上　

ア
ジ
ア
太

平
洋
平
和
非
軍
事
化
作
業
部
会
会
員
）

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
（
同
上　

会
員
）

サ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
ピ
ー
ス
・
ア
ク
シ
ョ

ン　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
基
金
議
長
）

●
国
際
・
地
域
団
体

ラ
イ
ナ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

　
（
国
際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｉ
Ｐ
Ｂ
）
共
同

会
長
）

柴
田　

真
佐
子
（
国
際
民
主
婦
人
連
盟
（
Ｗ
Ｉ

Ｄ
Ｆ
）
執
行
委
員
／
日
本
婦
人
団
体
連
合
会

　

会
長
）
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8／4
月

2014 年世界大会─広島
開会総会
日時■ 8月 4日（月）14：00 〜 16：30（13：00 開場）
会場■広島県立総合体育館・グリーンアリーナ
　　　　　広島市中区基町 4-1　電話 082（228）1111（代表）

13：45～ オープニング　みんなで歌おう

14：00～ 開会宣言

　　　    主催者報告

　　　　広島市長メッセージ紹介　

　　　    来賓あいさつ

	 　　日本被団協代表委員　坪井直さん

　　　　政府代表あいさつ

　　　　「2015年NPTへ　核兵器全面禁止の大波を」

　　　　　国内、海外の草の根の運動から

16：30　 終了、休会

●開場について
開場は 13 時です。開場時間前は準備
関係者以外は入場できません。

●会場内の座席について
★地方ごとに大まかな席割をしますの
で、大会要員および各代表団責任者の
指示にしたがってご着席ください。

●退場について
★総会終了後、他団体のイベントがあ
ります。係員の指示にしたがってすみ
やかにご退場ください。
★会場の出口での待ち合わせなどは退
場の妨げとなりますのでおやめくださ
い。
★ 15 時以降は、他団体使用のため、
保育室を除き、ロビーには入れません。

●会場への行き方
広島駅南口前からは②「宮島口行」か⑥「江波行」で、
横川駅からは⑦「広電前行」、西広島駅からは②「広
島駅行」または③「宇品２丁目行」で「紙屋町西」下車、
徒歩約５分

※保育室あります。
　（県立総合体育館小会議室）

原爆ドーム

広島県庁広島県庁

広
島
城

そごう
バスセンター
そごう
バスセンター

ひろしま美術館

小アリーナグリーン
アリーナ

武道館

小アリーナ

「紙屋町西」「紙屋町西」

県立総合体育館

至広島駅

グリーン
アリーナ

武道場
市民球場跡

舞

　台

来
賓

手
話
通
訳

海
外
代
表

主
催
者

報道関係者席

北
陸

四国

東海

東北

関東・甲信越

関東・甲信越

関西

関西

関西

九
州
・
沖
縄

北海道

中国
北
陸

四国

東海

東北

関東・甲信越

関東・甲信越

関西

関西

関西

九
州
・
沖
縄

北海道

中国

関西関西

東海東海

ロビー・売店Nゲ
ート

（退
出口
）

２F

●おもなプログラム●
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平和大通り

広
島
電
鉄
皆
実
線（
比
治
山
線
）

広島電鉄本線広
島
電
鉄
宇
品
線

広
島
電
鉄
江
波
線

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン

広
島
電
鉄
横
川
線

広
島
電
鉄
横
川
線

山陽新幹線

山
陽
本
線

広島駅

横川駅

西広
島駅

市役所前 広島市役所

そごう 広島県庁

広
島
城

袋町

保健所前

日赤病院前日赤病院前 広島大学

広電本社前広電本社前

南区役所前

南区役所

広電
宮島
線

平和公園

原爆ドーム原爆ドーム

赤十字原爆病院

国道２号線

福屋 天満屋

グランヴィア広島

紙屋町東 八丁堀

銀山町

中電前
中国電力

鷹野橋

皆
実
町
六
丁
目

天神川
府中町役場

西区役所
西観音町

広島ロードビル

広島市文化交流会館

県立総合体育館

広島県健康福祉センター
広島市社会福祉センター

中国新聞ビル

エソール広島

新幹線口
新幹線口

鶴学園広島校舎

グリーンアリーナ

広島YMCA

広島港ターミナル

城
北

白
島

F

6
4 8

10

3

2

5

13
動
く
分
科
会

岩
国
基
地
調
査

17
似
島

少
年
少
女
の
つ
ど
い

15-A,B
動
く
分
科
会

原
爆
遺
跡・碑
め
ぐ
り

原水爆禁止2014年世界大会
広島─会場案内

数字・記号はフォーラム会場、分科会会場、動く分科会の集合場所
の会場記号です。

7

高
国
際
学
院
高
校（
海
田
市
駅
）

小アリーナ

青
年
の
ひ
ろ
ば

（
県
立
総
合
体
育
館

・小
ア
リ
ー
ナ
集
合
）

11

現地本部
ホテルサンルート広島

ゆいぽーと

14
動
く
分
科
会

呉
基
地
調
査

15-C,D
動
く
分
科
会

原
爆
遺
跡・碑
め
ぐ
り

（
県
立
総
合
体
育
館

・剣
道
場
集
合
）

広
島
高
速
２
号

広島高速３号

1-A

1-B

7

生協けんこうプラザ9
安芸府中生涯学習センターくすのきプラザ12

16
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岩
国
基
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遺
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広島─会場案内
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高
国
際
学
院
高
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海
田
市
駅
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青
年
の
ひ
ろ
ば
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県
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呉
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調
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動
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8／5
火

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
分
科
会
・
動
く
分
科
会

会場
記号

F

1-A

1-B

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

14

15-A,B

16

17

高

13

15-C,D

フォーラム（13：00～16：00）

分科会１-A（9：30～15：00）

分科会1-B（9：30～15：00）

分科会2（9：30～15：00）

分科会3（9：30～15：00）

分科会4（9：30～15：00）

分科会5（9：30～15：00）

分科会6（9：30～15：00）

分科会7（9：30～15：00）

分科会8（9：30～15：00）

分科会9（9：30～15：00）

分科会10（9：30～15：00）

分科会11（9：30～15：00）

分科会12（9：15～15：00）

動く分科会13（8：30受付～16：00）

動く分科会14（8：30受付～15：30）

動く分科会15（8：30受付～15：30）

動く分科会16（12：00受付～16：00）

動く分科会17（8：30受付～15：10）

核兵器全面禁止のために－政府とNGOの対話

2015年に向けて－核兵器全面禁止の行動を

2015年に向けて－核兵器全面禁止の行動を

非核平和のアジアを

非核三原則の実行・核密約破棄・沖縄連帯
・米軍基地撤去

非核平和の自治体づくり

ゆるすな集団的自衛権、まもろう憲法

被ばく体験の継承と実相普及

被爆者援護・連帯の活動

核兵器と原発

核兵器廃絶とくらし

反核平和の文化

青年のひろば―被爆者訪問、学習と交流

映像のひろば

岩国基地調査行動

呉基地調査行動

碑めぐり・遺跡めぐり

被爆電車に乗って

似島　少年少女のつどい

高校生参加企画：世界のヒバクシャと語ろう

分科会・動く分科会テーマ 会　場・集合場所

広島市中区加古町3-3
082-243-8881

広島市中区千田町1-9-43
082-243-0051

広島市中区八丁堀7-11
082-227-6816

広島市中区八丁堀7-11
082-227-6816

広島市中区土橋町７－１
082-236-2455

広島市中区富士見町11-6
082-242-5252

広島市南区皆実町1-6-29
082-254-7111

広島市中区中島町5-7
082-249-1251

広島市中区中島町5-7
082-249-1251

中区富士見町11-6
082-242-5252

広島市西区観音町16-19 
082-532-1264

広島市東区光町2-9-24
082-264-1771

広島市中区基町4-1
082-228-1111

府中町本町1丁目10-15
082-286-3272

8:30集合・順次バスに乗車

8:30集合・順次バスに乗車

8:30集合
 
8:30集合

広島市中区大手町5-6-9
082-248-3320

8:30集合（のぼり旗が目印）

安芸郡海田町蟹原2丁目8-1
082-823-3401

所在地（市外局番082）

広島市文化交流会館3F・銀河

広島市社会福祉センター
2階ホール

広島YMCA2号館
4階大会議室

広島YMCA２号館地下１階コ
ンベンションホール

中国新聞7階会議室

エソール広島2階会議室

広島県健康福祉センター
8階大研修室

鶴学園広島校舎501

鶴学園広島校舎201

エソール広島2階
多目的ホール

生協けんこうプラザ5階
多目的ホール

広島ロードビル3階ホール

広島県立総合体育館
小アリーナ

安芸府中生涯学習センター 
くすのきプラザ

広島駅新幹線口
ホテルグランビア前集合

広島駅新幹線口
ホテルグランビア前集合

A,B 国際会議場北側緑地帯集合

C,D 県立総合体育館・剣道場集合

ゆいポート5階
（広島市男女共同参画推進センター）

広島港（宇品）
正面玄関集合

広島国際学院高校

動く分科会を除く分科会の会場受付でお弁当の注文ができます。お弁当の注文
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■
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　
「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
た
め
に
―
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
対
話
」

　

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
へ
具

体
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
た
め
、
国
際
政
治
の
場
で
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
国
際
政
治
の
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
る
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
の
流
れ
を
後
押
し
す

る
諸
国
や
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合
、
非
同
盟
運
動
な
ど
の
政
府
の
代

表
が
、
そ
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。
同
じ
目
標
に
向
け
て
、
全
国

の
草
の
根
と
世
界
の
反
核
運
動
の
代
表
が
、
議
論
し
交
流
し
ま
す
。

●
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
会
場　

広
島
市
文
化
交
流
会
館
・
銀
河

●
会
場
記
号　

Ｆ

広
電
→
①
広
島
港
（
宇
品
）
行
の
「
市
役
所
前
」
下
車
、
徒
歩
12
分

広
島
バ
ス
→
㉔
吉
島
営
業
所
行
（
吉
島
病
院
行
）
で
「
加
古
町
」
下
車
、
徒
歩
２
分

 

■
分
科
会
１
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

２
０
１
５
年
に
向
け
て
─
核
兵
器
全
面
禁
止
の
行
動
を

　

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
・
Ｎ
Ｙ
行
動
に
む
け
て
、「
核
兵
器
全
面
禁
止
」
の
大
波
を
ど
の
よ
う

に
起
こ
し
て
い
く
の
か
を
最
大
の
狙
い
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
大
き
く
取
り
上
げ

な
が
ら
、「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」
署
名
の
推
進
、
平
和
行
進
、
原
爆
展
の
開
催
を
は
じ
め
と
し

た
草
の
根
行
動
に
つ
い
て
、
海
外
代
表
を
交
え
て
交
流
・
討
論
し
ま
す
。
広
が
る
草
の
根
パ
ワ
ー
の
各
地

の
経
験
に
学
び
ま
す
。

分
科
会
１
─
Ａ

●
会
場　

広
島
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

●
会
場
記
号　

１
─
Ａ

広
電
→
①
広
島
港
（
宇
品
）
行
、
③
宇
品
二
丁
目
行
「
鷹
野
橋
」
下
車
、
徒
歩
５
分

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

分
科
会
の
魅
力
と
会
場
案
内

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

アステールプラザ

平和記念公園

市役所前

平和大通り

広
電
宇
品
線

広島市役所
中区役所

広島
中央局

中国
電力

中国
新聞

広島市役所
中区役所

広島
中央局

中電前中電前
万代橋

平和大橋

万代橋

平和大橋

加古町加古町

広島市文化交流会館（旧・厚生年金会館）

中国
電力

中国
新聞

アステールプラザ
大手町商高

アステールプラザ
大手町商高大手町商高

鶴学園
（広島工大広島校舎）
鶴学園
（広島工大広島校舎）

現地本部
サンルート広島
現地本部
サンルート広島

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す
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広
島
バ
ス
→
㉑-

２
広
島
港
・

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
方

面
行
「
広
島
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
」
下
車

分
科
会
１
─
Ｂ

●
会
場　

広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
２
号
館
４
階
大
会
議
室

●
会
場
記
号　

１
─
Ｂ

広
電
→
①
広
島
港
行
、
②
宮
島
口
行
、
⑥
江
波
行
で
「
立
町
」

下
車
、
徒
歩
５
分

広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
徒
歩
10
分

　

※
注
意
＝
３
号
館
と
の
間
（
西
側
）
か
ら
入
館
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
分
科
会
２
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

非
核
平
和
の
ア
ジ
ア
を

　

東
ア
ジ
ア
の
非
核
化
実
現
へ
、
核
兵
器
全
面
禁
止
の
立
場
で
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
押
さ
え
な
が

ら
、
ア
ジ
ア
で
起
き
て
い
る
軍
事
的
緊
張
の
解
消
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
へ
向
け
て
、
ア
ジ
ア
と
日
本
の

反
核
平
和
運
動
が
何
を
す
べ
き
か
議
論
し
、
経
験
を
交
流
し
ま
す
。
特
に
、「
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
」
の

口
実
と
さ
れ
て
い
る
「
脅
威
論
」
に
ど
う
立
ち
向
か
い
、
平
和
へ
の
道
を
つ
く
る
の
か
を
深
め
ま
す
。

●
会
場　

広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
２
号
館
地
下
１
階
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

●
会
場
記
号　

２

分
科
会
１
─
Ｂ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
分
科
会
３
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

非
核
三
原
則
の
実
行
・
核
密
約
破
棄
・
沖
縄
連
帯
・
米
軍
基
地
撤
去　

　

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
の
も
と
、
自
衛
隊
が
米
軍
と
一

緒
に
い
つ
で
も
戦
争
に
参
加
で
き
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

米
軍
基
地
の
な
い
非
核
平
和
の
日
本
を
実
現
し
、
被
爆
国
に
ふ
さ
わ

し
く
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
日
本
を
ど

う
つ
く
る
の
か
を
交
流
し
ま
す
。

●
会
場　

中
国
新
聞
ビ
ル
７
階
会
議
室

●
会
場
記
号　

３

広
電
→
②
宮
島
口
行
、③
西
広
島
行
、⑥
と
⑧
江
波
行
で
「
土

橋
（
ど
ば
し
）」
下
車
、
徒
歩
５
分

 

■
分
科
会
４
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

非
核
平
和
の
自
治
体
づ
く
り　

　

１
７
８
９
自
治
体
の
内
、
非
核
平
和
宣
言
自
治
体
数
は
１
５
７
８
、
平
和
市
長
会
議
に
加
盟
す
る
自
治

体
も
１
４
３
７
を
こ
え
、
原
水
協
が
提
唱
し
た
「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」
署
名
に
首
長
や
議
会

議
長
の
署
名
し
た
自
治
体
も
１
１
０
９
に
な
る
な
ど
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
願
う
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
原
爆
写
真
展
の
開
催
や
公
共
施
設
で
の
署
名
、
広

島
・
長
崎
へ
の
青
少
年
派
遣
な
ど
、
自
治
体
が
住
民
と

と
も
に
す
す
め
る
非
核
・
平
和
行
政
の
推
進
と
日
本
政

府
に
核
兵
器
全
面
禁
止
の
た
め
の
決
断
と
行
動
を
求
め

る
と
り
く
み
な
ど
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
経

験
を
交
流
し
、
自
治
体
か
ら
の
草
の
根
の
運
動
を
深
め

ま
す
。

●
会
場　

エ
ソ
ー
ル
広
島
・
２
階
会
議
室

●
会
場
記
号　

４

広
島
バ
ス
→
㉖
広
島
駅
～
旭
町
（
保
健
所
前
下
車
）

※
㉖-

１
は
エ
ソ
ー
ル
広
島
近
辺
を
通
り
ま
せ
ん
。

㉓
横
川
駅
～
大
学
病
院
（
保
健
所
下
車
）、
㉓-

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

NHK会館前

十日市

平和大通

そごう
バスセンター

広
電
宇
品
線

西広島
宮島方面

NHK会館前中国新聞ビル

土
橋

十日市
原爆ドーム前

平和公園

平和大通

県庁そごう
バスセンター

広
電
宇
品
線

西広島
宮島方面

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

比治山下

中区役所

広島市役所

赤十字原爆病院

広島信金
もみじ銀行

セブンイレブン

鷹
の
橋

中区役所

広島市役所

赤十字原爆病院

広島信金
もみじ銀行

セブンイレブン

市
役
所
前

鷹
の
橋

日
赤
病
院
前

広
電
本
社
前

広島市社会福祉センター消
防
署

消
防
署

国道2号線国道2号線

広島合同庁舎

広島YMCA

広島県庁

市民病院

そごう 市水道局 東急ハンズ

県警本部

そごう

福屋 天満屋

市水道局 東急ハンズ

県警本部

紙屋町東紙屋町西 立町

八丁堀

女
学
院
前

広島合同庁舎

3号
2号 1号

本館

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す
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１
横
川
駅
～
大
学
病
院
（
田
中
町
下
車
）、
㊿
広
島
駅
～
ア
ル
パ
ー
ク
（
宝
町
北
下
車
）

広
電
バ
ス
→
⑫
戸
坂
～
仁
保
（
富
士
見
町
ま
た
は
保
健
所
前
下
車
）
徒
歩
お
よ
そ
３
分

 

■
分
科
会
５
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

ゆ
る
す
な
集
団
的
自
衛
権
、
ま
も
ろ
う
憲
法

　
　
　

　

安
倍
首
相
は
５
月
15
日
、
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
「
安
保
法
制
懇
」
の
報
告
を
受
け
、
解
釈
改

憲
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
、
戦
争
態
勢
づ
く
り
へ
と
足
を
踏
み
出
す
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
７
月
１
日
に
は
、
国
民
多
数
の
反
対
の
声
を
踏
み
に

じ
り
、集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
た
め
の
解
釈
改
憲
の
「
閣

議
決
定
」
を
強
行
し
ま
し
た
。
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が

な
く
て
も
、
他
国
の
た
め
に
武
力
を
行
使
す
る
と
い
う
集
団

的
自
衛
権
の
本
質
は
、
憲
法
９
条
と
相
入
れ
ま
せ
ん
。
集
団

的
自
衛
権
容
認
、
戦
争
態
勢
づ
く
り
の
動
き
を
止
め
る
た
め

に
ど
う
し
て
い
く
か
の
と
り
く
み
を
交
流
し
ま
す
。

●
会
場　

広
島
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
８
階
大
研

　
　
　
　

修
室

●
会
場
記
号　

５

広
電
→
⑤
広
島
港
行
で
「
南
区
役
所
前
」
下
車
、
徒
歩

５
分

 

■
分
科
会
６
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

被
ば
く
体
験
の
継
承
と
実
相
普
及

			




　

　

広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
か
ら
69
年
。
被
爆
者
の
語
る「
ふ
た
た
び
、

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
繰
り
返
す
な
」
の
願
い
と
行
動
が
、
核
兵

器
廃
絶
の
運
動
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
被
ば
く
体
験
を

聞
き
、
核
兵
器
廃
絶
の
緊
急
性
を
認
識
し
あ
い
な
が
ら
、
被
ば
く
体

験
を
も
つ
国
内
外
の
み
な
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
体
験
の
継
承
と
実

相
普
及
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

●
会
場　

鶴
学
園
広
島
校
舎
５
０
１

●
会
場
記
号　

６

広
電
→
①
広
島
港
行
、
③
宇
品
二
丁
目
行
で
、「
袋
町
」
又
は
「
中
電
前
」
下
車
、
徒
歩
８
分

広
島
バ
ス
→
広
島
駅
か
ら
㉔
吉
島
営
業
所
行
ま
た
は
吉
島
病
院
行
「
平
和
記
念
公
園
前
」
下
車
、
徒
歩

３
分

 

■
分
科
会
７
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

被
爆
者
援
護
・
連
帯
の
活
動

　

日
本
原
水
協
の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
被
爆
者
援
護
・
連
帯
の
活
動
交
流
の
場
。
広
島
・
長
崎

の
被
爆
の
実
相
、
長
い
間
の
被
爆
者
運
動
に
学
び
な
が
ら
、
今
後
の
被
爆
者
援
護
・
連
帯
の
活
動
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
東
京
・
愛
知
・
大
阪
・
広
島
・
長
崎
・
熊
本
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ

訴
訟
」
の
弁
護
団
か
ら
報
告
を
う
け
ま
す
。
各
地
で
と
り
く
ま
れ
て
い
る
活
動
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

２
世
・
３
世
の
活
動
、
被
爆
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
ま
す
。

●
会
場　

鶴
学
園
広
島
校
舎
２
０
１

●
会
場
記
号　

７

分
科
会
６
を
参
照
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
分
科
会
８
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

核
兵
器
と
原
発	

　

福
島
第
一
原
発
が
抱
え
る
問
題
は
３
年
を
経
過
し
た
今
で
も
、
な
ん
ら
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
安
倍
政
権
は
原
発
再
稼
働
や
原
発
輸
出
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、福
井
地
裁
は
「
原

発
は
人
格
権
侵
害
」
だ
と
し
て
大
飯
原
発
再
稼
働
の
差
し
止
め
を
命
ず
る
な
ど
世
論
と
運
動
も
前
進
し
て

い
ま
す
。

　

石
破
自
民
党
幹
事
長
が
原
発
は
抑
止
力
だ
と
発
言
し
、
１
９
６
９
年
に
外
務
省
が
「
核
兵
器
を
製
造
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
持
つ
」
な
ど
、
政
府
与
党
か
ら
原
発
と
核
兵
器
の
関
係
を
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
原
水
爆
禁
止
運
動
と
原
発
ノ
ー
の
運
動
の
共
同
の
理
由
を
深
め
つ
つ
、
被
災
地
支
援
と
放

射
能
被
害
を
ど
う
防
ぎ
根
絶
す
る
か
に
つ
い
て
、
元
衆
議
院
議
員
の
吉
井
英
勝
さ
ん
を
助
言
者
に
と
り
く

み
を
交
流
し
ま
す
。

●
会
場　

エ
ソ
ー
ル
広
島
・
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
会
場
記
号　

８

分
科
会
４
を
参
照
に
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

平和記念公園
平和大通り

広島市役所広島市役所

中電前

万代橋

平和大橋

万代橋

平和大橋

加古町加古町

鶴学園広島校舎

大手町商高大手町商高

厚生年金会館広島市文化交流会館広島市文化交流会館
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

比治山

南
区
役
所
前

広島産業会館
南
区
役
所
前

広
電
皆
実
線（
比
治
山
線
）

平野橋

比治山橋

平野橋

比治山橋

広島産業会館

至宇品

NTT西日本
健康管理センター
NTT西日本
健康管理センター

広
島
Ｆ
Ｍ

南区役所別館南区役所別館

広
島
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

（
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

広
島
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

（
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

比
治
山
橋

比
治
山
橋

広島県社会福祉会館

広島県健康福祉センター

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す
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会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

 
■
分
科
会
９
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

核
兵
器
廃
絶
と
く
ら
し	

　
「
軍
事
費
を
削
っ
て
く
ら
し
や
福
祉
に
ま
わ
せ
」
―
―
こ
う
し
た
要
求
が
世
界
や
日
本
の
反
核
平
和
運

動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
め
ざ
す
世
界
大

会
と
し
て
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
二
宮
厚
美
さ
ん
を
助
言
者
に
、

核
兵
器
廃
絶
の
課
題
と
、
く
ら
し
を
守
る
課
題
の
つ
な
が
り
を
学
び
、

と
り
く
み
を
交
流
し
ま
す
。

●
会
場　

生
協
け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ
・
５
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　

※
１
、２
階
は
診
療
所
で
す
。
会
場
内
移
動
は
静

　
　
　
　
　

か
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
会
場
記
号　

９

広
電
→
②
宮
島
口
行
、
③
西
広
島
行
で
「
西
観
音
町
」
下
車
、

徒
歩
２
分

広
島
バ
ス
→
㉕
広
島
駅
〜
商
工
セ
ン
タ
ー
・
井
口
車
庫
線
（
平
和
公
園
経
由
）「
西
区
役
所
前
」
下

車

 

■
分
科
会
10
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

反
核
平
和
の
文
化

	　

秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
な
ど
「
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
」
に
対
し
、
核
兵
器
廃
絶

運
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
文
化
の
力
を
活
か
し
、
文
化
で
つ
な
が
る
重
要
性
に
つ
い
て
経
験
・
想
い
を

交
流
し
深
め
合
い
ま
す
。

●
会
場　

広
島
ロ
ー
ド
ビ
ル
・
３
階
ホ
ー
ル

●
会
場
記
号　

10

広
島
駅
新
幹
線
口
か
ら
徒
歩
８
分

 

■
分
科
会
11
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

青
年
の
ひ
ろ
ば
─
被
爆
者
訪
問
、
学
習
・
交
流	

			




　
「
核
兵
器
を
な
ぜ
な
く
す
べ
き
か
」
そ
の
原
点
を
学
ぶ
分
科
会
で
す
。
被
爆
者
の
方
か
ら
直
接
、
対
話
形

式
（
少
人
数
）
で
体
験
や
思
い
を
聞
く
こ
と
で
、
被
爆
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分
な
り
に
受
け
取
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
自
分
な
り
の
受
け
止
め
や
日
頃
の
と
り
く
み

を
交
流
し
、
核
兵
器
を
な
く
す
展
望
を
語
り
合
い
ま
す
。
被
爆
70

年
を
前
に
、
被
爆
の
実
相
を
広
め
、
継
承
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま

す
。

●
会
場　

広
島
県
立
総
合
体
育
館
・
小
ア
リ
ー
ナ

●
会
場
記
号　

11

広
島
駅
南
口
前
か
ら
は
②「
宮
島
口
行
」か
⑥「
江
波
行
」

で
、横
川
駅
か
ら
は
⑦「
広
電
前
行
」、西
広
島
駅
か
ら
は

②「
広
島
駅
行
」ま
た
は
、③「
宇
品
二
丁
目
」行
で「
紙
屋

町
西
」下
車

 

■
分
科
会
12
（
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

　

映
像
の
ひ
ろ
ば

	　

図
書
館
や
学
校
の
図
書
室
か
ら
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
撤
去
を
求
め
る
要
請
が
全
国
的
に
起
こ
っ
て
い

る
中
で
被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
劇
映
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』（
１
９
７
６
年
）
を
鑑
賞
し
ま
す
。
ま
た
、
旧

ソ
連
か
ら
現
在
の
ロ
シ
ア
政
府
ま
で
核
被
害
を
隠
蔽
し
て
き
た
事
実
を
暴
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
不
毛

の
地
』（
２
０
０
９
年
）、
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
日
本
の
被

爆
者
た
ち
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
平
和
協
会
を
結
成
し
、

原
爆
被
爆
体
験
を
語
り
継
ぎ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
市
民
と
と
も
に
核
兵
器
の

廃
絶
と
世
界
の
平
和
を
求
め
て
活
躍
す
る
姿
を
記
録
し
た
『
ブ
ラ
ジ
ル

に
生
き
る
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』（
２
０
１
１
年
）
を
観
て
交
流
し
ま
す
。

●
会
場　

安
芸
府
中
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
く
す
の
き
プ
ラ
ザ

●
会
場
記
号　

12

広
電
→
山
陽
本
線
／
呉
線
「
天
神
川
駅
」
下
車
、
徒
歩
10
分

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

JR広島駅
新幹線口新幹線口 至東京

在来線口（広電のりば）

もみじ銀行

広島銀行広島銀行ローソン にしき堂本社

ファミリー
マート

セブンイレブンファミリー
マート

広島ロードビル

セブンイレブン

至 横川駅

至 

西
広
島
駅

至 

広
島
駅原爆ドーム

平和公園

広島県庁広島県庁

広
島
城

そごう
バスセンター

ひろしま美術館
グリーンアリーナグリーンアリーナ

小アリーナ

「紙屋町西 」「紙屋町西 」

路
面
電
車

県立総合体育館・小アリーナ
本館２F

土
橋観音町

西観音町
平和大通

生協けんこうプラザ 平
和
公
園

平和大通

土
橋

西観音町

西
広
島・宮
島
方
面

土
橋

西観音町

西
広
島・宮
島
方
面

西
広
島・宮
島
方
面

福島
生協病院

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

山陽新幹線
至 広島駅

山陽本線
天神川

文
化
橋

安芸府中生涯学習センターくすのきプラザ
広
島
高
速
道
路

府中町役場

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す

お
弁
当
注
文
で
き
ま
す
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広
電
バ
ス
→
広
島
県
庁
発
（
広
島
駅
乗
車
可
能
）　

②
系
統
「
府
中
」
方
面
行
き
（「
温
品
」
４
丁
目

行
き
を
除
く
）
で
「
府
中
大
橋
」
下
車
、
川
沿
い
に
北
へ
約
６
分
）

 

■
動
く
分
科
会
13
（
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
集
合
受
付
〜
午
後
４
時
）

　

岩
国
基
地
調
査
行
動

　

運
用
が
開
始
さ
れ
た
米
軍
岩
国
基
地
の
広
大
な
新
滑
走
路
。
米
軍
再
編
の
も
と
日
米
軍
事
一
体
化
の
最

先
端
で
強
化
さ
れ
る
海
上
自
衛
隊
呉
基
地
を
船
と
バ
ス
を
使
っ
て
調
査
し
ま
す
。

　
●
集
合
場
所　

広
島
駅
新
幹
線
口
・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

　
　
　
　
　
　

横

　
　
　

※
広
島
駅
グ
ラ
ン
ビ
ア
は
拡
張
工
事
の
た
め
、　

　
　
　
　

集
合
場
所
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

駅
前
か
ら
集
合
場
所
ま
で
誘
導
し
ま
す
。

　
　
　
　

受
付
後
、
順
次
バ
ス
に
乗
車

●
会
場
記
号　

13

 

■
動
く
分
科
会
14
（
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
集
合
受
付
〜
午
後
３
時
30
分
）

　

呉
基
地
調
査
行
動

　
「
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
を
取
り
囲
む
核
軍
事
基
地
群
」
の
一
環
と
し
て
、
呉
基
地
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
か
を
現
地
か
ら
確
か
め
ま
す
。

●
集
合
場
所　

広
島
駅
新
幹
線
口
・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
横

　
　
　
　
　
　
（
地
図
は
う
ご
く
分
科
会
13
参
照
）

　
　
　

※
広
島
駅
グ
ラ
ン
ビ
ア
は
拡
張
工
事
の
た
め
、集
合
場
所
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

駅
前
か
ら
集
合
場
所
ま
で
誘
導
し
ま
す
。

　
　
　
　

受
付
後
、
順
次
バ
ス
に
乗
車　
　

●
会
場
記
号　

14

 

■
う
ご
く
分
科
会
15
（
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
集
合
・
受
付
〜
午
後
３
時
30
分
）

　

碑
め
ぐ
り
・
遺
跡
め
ぐ
り
・
被
爆
の
実
相
学
習
会

　

被
爆
69
年
の
広
島
に
は
、
平
和
公
園
を
は
じ
め
多
く
の
原
爆
碑

や
貴
重
な
原
爆
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
８
月
の
広
島
で
原
爆
の
実
相

に
ふ
れ
、
核
兵
器
廃
絶
の
思
い
を
共
有
し
て
下
さ
い
。

動
く
分
科
会
15
─
Ａ
、
Ｂ

●
集
合
場
所　

国
際
会
議
場
北
側
緑
地
帯

　
　
　
　
　
　
（
平
和
記
念
公
園
）

●
会
場
記
号　

15
─
Ａ
、
Ｂ

広
電
→
①
、
③
、
⑦
で
「
袋
町
」
ま
た
は
「
中
電
前
」
下
車
、

徒
歩
８
分

広
島
バ
ス
→
㉔
吉
島
方
面
行
き
「
平
和
記
念
公
園
前
」
下
車

動
く
分
科
会
15
─
Ｃ
、
Ｄ

●
集
合
場
所　

県
立
総
合
体
育
館
・
剣
道
場

●
会
場
記
号　

15
─
Ｃ
、
Ｄ

広
島
駅
南
口
前
か
ら
は
②
「
宮
島
口
行
」
か
⑥
「
江
波
行
」

で
、
横
川
駅
か
ら
は
⑦
「
広
電
前
行
」、
西
広
島
駅
か
ら

は
②
「
広
島
駅
行
」
ま
た
は
、
③
「
広
島
港
（
宇
品
）」

行
き
で
「
紙
屋
町
西
」
下
車

 

■
動
く
分
科
会
16
（
時
間
▼
12
時
受
付
〜
午
後
４
時
）

　

被
爆
電
車
に
乗
っ
て

　

69
年
前
の
「
あ
の
日
」
を
被
爆
電
車
に
乗
っ
て
追
体
験
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し
い
交
流
も
。

●
集
合
場
所　

ゆ
い
ポ
ー
ト
（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）
５
階

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

基地調査 

広島駅
新幹線新幹線

集合場所：タクシー乗り場横

東京方面
博多方面

ホテル
グランヴィア広島
ホテル
グランヴィア広島

国際会議場
平和記念公園

平和大通り

広島市役所
中区役所

広島
中央局

中国
電力

中国
新聞

広島市役所
中区役所

広島
中央局

中電前

袋町

中電前

万代橋

平和大橋

国際会議場北側

中国
電力

中国
新聞

文化交流会館文化交流会館

袋町至 横川駅

至 

西
広
島
駅

至 

広
島
駅原爆ドーム

平和公園

広島県庁広島県庁

広
島
城

そごう
バスセンター

ひろしま美術館
グリーンアリーナグリーンアリーナ

小アリーナ

「紙屋町西 」「紙屋町西 」

路
面
電
車

県立総合体育館・剣道場

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
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閉会総会＜ヒロシマデー集会＞
●
会
場
記
号　

16

　
　

※
会
場
の
表
示
は「
新
婦
人
中
支
部
」

　
　
　
　

と
な
っ
て
い
ま
す

広
電
→
広
島
駅
①
広
島
港
行
、
横
川
駅

⑦
広
電
前
行
「
鷹
野
橋
」
下
車
、
徒
歩

３
分

広
島
バ
ス
→
㉑-
１
広
島
港
・
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
方
面
行
「
鷹
野
橋
」

下
車
、
㉑-

２
広
島
港
・
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
方
面
行
「
鷹
野
橋
商
店

街
」
下
車

広
電
バ
ス
→
③
観
音
マ
リ
ー
ナ
ホ
ッ
プ

行
「
大
手
町
四
丁
目
」
下
車
、
徒
歩
２

分

 

■
動
く
分
科
会
19
（
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
集
合
・
受
付
〜
午
後
３
時
10
分
）

　

原
水
爆
禁
止　

似
島
少
年
少
女
の
つ
ど
い

　

広
島
湾
に
浮
か
ぶ
「
似
島
」。
戦
前
か
ら
軍
施
設
が
あ
り
、
負
傷
し
た
被
爆
者
が
次
々
運
ば
れ
そ
の
数
は

１
万
人
以
上
。
今
で
も
そ
れ
ら
の
歴
史
を
物
語
る
事
実
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
を
つ
く
る
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
似
島
に
集
い
、
過
去
の
事
実
か
ら
学
び
、
未
来

へ
の
希
望
を
抱
く
企
画
で
す
。

●
集
合
場
所　

広
島
港
（
宇
品
）

　
　
　
　
　
　

の
ぼ
り
旗
が
目
印

●
会
場
記
号　

19

広
電
→
①
、
③
、
⑤
で
「
広
島
港
」
下
車
、
徒
歩
１
分

　

高
校
生
参
加
企
画
（
時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
）

　

世
界
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
語
ろ
う		



　

　

第
41
回
全
国
高
校
生
平
和
集
会
（
関
連
行
事
）
の
分
科
会
と
連
動
し
た
高

校
生
の
参
加
企
画
で
す
。
世
界
の
核
被
害
者
の
証
言
を
聞
き
、
被
害
の
実
相

を
学
び
、
参
加
者
と
交
流
し
ま
す
。

●
集
合
場
所　

広
島
国
際
学
院
高
校

　
　
　
　
　
　

●
会
場
記
号　

高

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
「
海
田
市
駅
」
下
車
、
徒
歩
15
分
。

（
広
島
駅
か
ら
海
田
市
駅
ま
で
10
分
）

※
関
連
行
事

第
41
回
全
国
高
校
生
平
和
集
会

日
時　
８
月
５
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　
広
島
国
際
学
院
高
校

内
容　
全
体
会
（
基
調
報
告
、
被
爆
者
の
お
話
、
特
別
報
告
、
全
国
各
地
の
活
動
報
告
、
黒
坂
正

　
　
　
文
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
閉
会
集
会
（
ア
ピ
ー
ル
採
択
な
ど
））

　
　
　
分
科
会

主
催　
第
41
回
全
国
高
校
生
平
和
集
会
実
行
委
員
会
・
同
現
地
実
行
委
員
会

　

※
高
校
生
参
加
企
画
の
チ
ケ
ッ
ト
で
入
場
で
き
ま
す
。

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

JR広島駅
新幹線口新幹線口 至東京

在来線口（路面電車）

広島港宇品
旅客ターミナル
広島港宇品
旅客ターミナル

広電「広島港」広電「広島港」

駐車場駐車場

センター
広場
センター
広場

もみじ銀行
広島銀行ローソン

ショッピング
センター ドコモ

ショップ

にしき堂本社

かまど屋

ファミリーマート

「宇品」正面玄関

エントランス広場

広電「広島港」前

中区役所

広島市役所

赤十字原爆病院

鷹
の
橋

中区役所

広島市役所

広島大学
赤十字原爆病院

市
役
所
前

鷹
野
橋

日
赤
病
院
前

ゆいぽーと 国道2号線国道2号線
大手町4丁目

海田市
←広島

日下橋南詰所日下橋南詰所
山陽
本線

広島国際学院高校

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
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8／6
水

2014 年世界大会─広島
閉会総会＜ヒロシマデー集会＞
日時■ 8月 6日（水）10：30 〜 13：00（9：30 開場）
会場■広島県立総合体育館・グリーンアリーナ
　　　　　広島市中区基町 4-1　電話 082（228）1111（代表）

●開場について
開場は 9 時 30 分です。開場時間前は
準備関係者以外は入場できません。

●会場内の座席について
★地方ごとに大まかな席割をしますの
で、大会要員および各代表団責任者の
指示にしたがってご着席ください。
★総会終了後は、係員の指示にしたがっ
てすみやかにご退場ください。
★閉会総会の時は、開会総会のときに
あったスロープありませんので、ロビー
から 2 階席への階段をご利用ください。

●会場への行き方
3 ページ、開会総会の地図および行
き方を参照してください。

※保育室あります。
　（県立総合体育館小会議室）

舞

　台

来
賓

手
話
通
訳

海
外
代
表

主
催
者

報道関係者席報道関係者席

北陸四国

東海

東北

関東・甲信越

関東・甲信越

関西

関西

関西

九州・沖縄

中国

北海道

北陸四国

東海

東北

関東・甲信越

関東・甲信越

関西

関西

関西

九州・沖縄

中国

北海道

ロビー・売店 2階席へ2階席へ

●おもなプログラム●

「ヒロシマデー灯ろう流し」
とき：8月 6日（水）19：30〜 20：30　　ところ：基町河川公園

10:15～ オープニング
10:30	  開会
　　　　友誼団体からの連帯あいさつ
　　　　核兵器のない世界を─PART1
　　　　　国連＆政府代表あいさつ　アンゲラ・ケイン（国連軍縮問題担当上級代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　アレクサンダー・クメント（オーストリア外務省大使）
　　　　　　　　　　　　　　　　　マルコス・ロドリゲス（駐日キューバ特命全権大使）
　　　　署名プレゼンテーション
　　　　二階堂和美さんミニコンサート
　　　　スペシャルプログラム「被爆地広島から世界へ」
　　　　核兵器のない世界を─PART2
　　　　　海外代表からの発言、日本の草の根からの決意
　　　   文書採択／行動提起
　　　   フィナーレ　みんなで歌おう
13:00	  終了
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8／8
金

2014 年世界大会─長崎
国際交流フォーラム

日時■ 8月 8日（金）13：00 〜 16：00
会場■長崎大学・中部（なかべ）講堂
　　　　　長崎市文教町 1-14　電話 095（819）2055

核兵器のない平和で公正な世界のために
─被爆70年、2015年NPTへ、政府と市民社会の共同

●田上富久長崎市長あいさつ
●谷口稜曄さんあいさつ
●報告者
　アレクサンダー・クメント（オーストリア外務省大使
　軍縮軍備管理不拡散担当）
　ジョゼフ・ガーソン（アメリカフレンズ奉仕委員会）
　ライナー・ブラウン（国際平和ビューロー）
　コラソン・ファブロス（非核フィリピン連合）

至 

長
崎
駅

長
崎
大
学
前

長崎大学文教地区キャンパス

正門

長崎大学
中部（なかべ）講堂

●会場への行き方
長崎市内電車①、③系統で「長崎大学前」下車、
徒歩１分

※同時通訳機材使用料 1000 円が必要です。

●おもなプログラム●
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8／9
土

2014 年世界大会─長崎
＜ナガサキデー集会＞

日時■ 8月 9日（土）10：30 〜 13：00（9：30 開場）
会場■長崎市公会堂ホール
　　　　　長崎市魚の町 4-30　電話 095（822）4145

10:25～オープニング
10:30	 開会
　　　　友誼団体からの連帯メッセージ
　　　　主催者報告　冨田宏治起草委員長
11:02	 黙祷
　　　　被爆者の訴え　長崎原爆被災者協議会理事　田中重光さん
　　　　スペシャルプログラム「被爆地長崎から世界へ」
　　　　龍崎鬼一朗さんミニコンサート
　　　　政府代表、国内外代表の訴え
　　　　文書採択
　　　　フィナーレ　みんなで歌おう
13:00	 閉会

●開場について
開場は 9 時 30 分です。開場時間前は準備関係者以外は入場できません。

●会場内の座席について
★大会要員および各代表団責任者の指示にしたがってご着席ください。
★総会終了後は、係員の指示にしたがってすみやかにご退場ください。

●会場への行き方
長崎市内電車③系統「赤迫〜蛍茶屋」間の「公
会堂前」下車、徒歩 3 分
④系統「正覚寺下〜蛍茶屋」間の「公会堂前」
下車、徒歩 2 分
⑤系統「石橋〜蛍茶屋」間の「公会堂前」下車、
徒歩２分

●おもなプログラム●

長
崎
駅
前

桜町

交通会館

長
崎
市
役
所

長
崎
警
察
署

長
崎
市
役
所

別
館

長
崎
電
気
軌
道

長
崎
警
察
署

長崎市公会堂
公会堂前

長崎市民会館
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長
崎
大
学
前

長崎大学

表門

岩
屋
橋

浦
上
車
庫
前

大
橋

長
崎
電
気
軌
道

松
山
町

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線 浜

口
町 大

学
病
院
前

浦
上
駅
前

浦
上

茂
里
町

銭
座
町

宝
町

長
崎
駅

長崎原爆資料館

浦上天主堂

八
千
代
町

西
浦
上
駅

賑橋

長崎市役所

長崎市公会堂

公会堂前

長崎県庁

長
崎
駅
前

原水爆禁止2014年世界大会
長崎─会場案内

長崎大学医学部

アミュプラザ

平和公園

原爆中心碑

千
歳
町

若
葉
町

五
島
町

大
波
止

出
島

諏訪神社前

新中川町

桜馬場中

新大工町

法務局

地裁
家裁

西浜町

交通公園 ヤマダ電機

公会堂前
桜町

８月８日（金）国際交流フォーラム
長崎大学中部（なかべ）講堂

長崎市民会館

８月９日（土）世界大会─長崎
＜ナガサキデー集会＞

松山・爆心地公園
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自
治
体
名
　
　
首
長
名
（
敬
称
略
）

北
海
道

　

釧
路
市
長　
　

蝦
名　

大
也

　

長
沼
町
長　
　

戸
川　

雅
光

　

羽
幌
町
長　
　

舟
橋　

泰
博

　

釧
路
町
長　
　

佐
藤　

広
高

　

池
田
町
長　
　

勝
井　

勝
丸

　

音
更
町
長　
　

寺
山　

憲
二

　

洞
爺
湖
町
長　

真
屋　

敏
春

秋
田
県

　

秋
田
県
知
事　

佐
竹　

敬
久

　

北
秋
田
市
長　

津
谷　

永
光

岩
手
県

　

盛
岡
市
長　
　

谷
藤　

裕
明

　

釜
石
市
長　
　

野
田　

武
則

　

奥
州
市
長　
　

小
沢　

昌
記

　

大
船
渡
市
長　

戸
田　

公
明

　

洋
野
町
長　
　

水
上　

信
宏

　

普
代
村
長　
　

柾
屋　

伸
夫

宮
城
県

　

塩
竈
市
長　
　

佐
藤　
　

昭

　

栗
原
市
長　
　

佐
藤　
　

勇

　

利
府
町
長　
　

鈴
木　

勝
雄

山
形
県

　

山
形
市
長　
　

市
川　

昭
男

　

酒
田
市
長　
　

本
間　

正
巳

　

米
沢
市
長　
　

安
部　

三
十
郎

　

村
山
市
長　
　

志
布　

隆
夫

　

三
川
町
長　
　

阿
部　
　

誠

　

河
北
町
長　
　

田
宮　

栄
佐
美

福
島
県

　

南
相
馬
市
長　

桜
井　

勝
延

　

浪
江
町
長　
　

馬
場　
　

有

茨
城
県

　

八
千
代
町
長　

大
久
保　

司

　

か
す
み
が
う
ら
市
長　

宮
嶋　

光
昭

　

茨
城
町
長　
　

小
林　

宣
夫

栃
木
県

　

芳
賀
町
長　
　

豊
田　

征
夫

群
馬
県

　

群
馬
県
知
事　

大
澤　

正
明

　

高
崎
市
長　
　

富
岡　

賢
治

　

館
林
市
長　
　

安
樂
岡　

一
雄

　

桐
生
市
長　
　

亀
山　

豊
文

　

藤
岡
市
長　
　

新
井　

利
明

　

沼
田
市
長　
　

横
山　

公
一

　

渋
川
市
長　
　

阿
久
津　

貞
司

　

安
中
市
長　
　

茂
木　

英
子

　

伊
勢
崎
市
長　

五
十
嵐　

清
隆

　

み
ど
り
市
長　

石
原　
　

条

　

大
泉
町
長　
　

村
山　

俊
明

　

長
野
原
町
長　

萩
原　

睦
男

　

邑
楽
町
長　
　

金
子　

正
一

　

千
代
田
町
長　

大
谷　

直
之

東
京
都

　

武
蔵
野
市
長　

邑
上　

守
正

　

稲
城
市
長　
　

高
橋　

勝
浩

　

小
平
市
長　
　

小
林　

正
則

　

狛
江
市
長　
　

高
橋　

都
彦

核
兵
器
廃
絶
へ
の
自
治
体
の
賛
同
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大
会
に
寄
せ
ら
れ
た
自
治
体
首
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
ス
ト
を
紹
介
し
ま
す
。（
７
月
20
日
現
在
、

２
０
８
自
治
体
）　

※
今
後
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
ス
ト
は
例
年
通
り
『
原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大
会
の
記
録
』
に
掲
載
し
ま
す
。

世
界
大
会
へ
の
自
治
体
首
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
ス
ト

　

多
摩
市
長　
　

阿
部　

裕
行

　

羽
村
市
長　
　

並
木　
　

心

　

武
蔵
村
山
市
長　

藤
野　
　

勝

　

東
村
山
市
長　

渡
部　
　

尚

埼
玉
県

　

埼
玉
県
知
事　

上
田　

清
司

　

戸
田
市
長　
　

神
保　

国
男

　

松
伏
町
長　
　

会
田　

重
雄

　

東
秩
父
村
長　

足
立　

理
助

千
葉
県

　

習
志
野
市
長　

宮
本　

泰
介

　

東
金
市
長　
　

志
賀　

直
温

　

大
網
白
里
市
長　

金
坂　

昌
典

　

山
武
市
長　
　

椎
名　

千
収

神
奈
川
県

　

神
奈
川
県
知
事　

黒
岩　

祐
治

　

横
浜
市
長　
　

林　
　

文
子

　

川
崎
市
長　
　

福
田　

紀
彦

　

相
模
原
市
長　

加
山　

俊
夫

　

藤
沢
市
長　
　

鈴
木　

恒
夫

　

鎌
倉
市
長　
　

松
尾　
　

崇

　

逗
子
市
長　
　

平
井　

竜
一

　

厚
木
市
長　
　

小
林　

常
良

　

三
浦
市
長　
　

吉
田　

英
男

　

小
田
原
市
長　

加
藤　

憲
一

　

茅
ヶ
崎
市
長　

服
部　

信
明

　

大
礒
町
長　
　

中
﨑　

久
雄

　

真
鶴
町
長　
　

宇
賀　

一
章

　

開
成
町
長　
　

府
川　

裕
一

　

寒
川
町
長　
　

木
村　

俊
雄

　

清
川
村
長　
　

大
矢　

明
夫

新
潟
県

　

魚
沼
市
長　
　

大
平　

悦
子

長
野
県

　

松
本
市
長　
　

菅
谷　
　

昭

　

小
諸
市
長　
　

栁
田　

剛
彦

　

千
曲
市
長　
　

岡
田　

昭
雄

　

塩
尻
市
長　
　

小
口　

利
幸

　

飯
田
市
長　
　

牧
野　

光
朗

　

安
曇
野
市
長　

宮
澤　

宗
弘

　

東
御
市
長　
　

花
岡　

利
夫

　

上
松
町
長　
　

田
上　

正
男

　

南
箕
輪
村
長　

唐
木　

一
直

静
岡
県

　

三
島
市
長　
　

豊
岡　

武
士

　

掛
川
市
長　
　

松
井　

三
郎

　

沼
津
市
長　
　

栗
原　

裕
康

　

伊
東
市
長　
　

佃　
　

弘
巳

　

下
田
市
長　
　

楠
山　

俊
介

　

島
田
市
長　
　

染
谷　

絹
代

　

御
前
崎
市
長　

石
原　

茂
雄

　

湖
西
市
長　
　

三
上　
　

元

　

御
殿
場
市
長　

若
林　

洋
平

　

袋
井
市
長　
　

原
田　

英
之

　

菊
川
市
長　
　

太
田　

順
一

　

伊
豆
の
国
市
長　

小
野　

登
志
子

　

牧
之
原
市
長　

西
原　

茂
樹

　

吉
田
町
長　
　

田
村　

典
彦

愛
知
県

　

岩
倉
市
長　
　

片
岡　

恵
一

　

半
田
市
長　
　

榊
原　

純
夫
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犬
山
市
長　
　

田
中　

志
典

岐
阜
県

　

岐
阜
市
長　
　

細
江　

茂
光

　

郡
上
市
長　
　

日
置　

敏
明

　

多
治
見
市
長　

古
川　

雅
典

　

各
務
原
市
長　

浅
野　

健
司

　

土
岐
市
長　
　

加
藤　

靖
也

三
重
県

　

鈴
鹿
市
長　
　

末
松　

則
子

　

松
阪
市
長　
　

山
中　

光
茂

　

志
摩
市
長　
　

大
口　

秀
和

　

朝
日
町
長　
　

田
代　

兼
二
朗

　

明
和
町
長　
　

中
井　

幸
充

石
川
県

　

野
々
市
市
長　

粟　
　

貴
章

富
山
県

　

魚
津
市
長　
　

澤
﨑　

義
敬

　

南
砺
市
長　
　

田
中　

幹
夫

滋
賀
県

　

守
山
市
長　
　

宮
本　

和
宏

　

米
原
市
長　
　

平
尾　

道
雄

　

日
野
町
長　
　

藤
澤　

直
広

京
都
府

　

福
知
山
市
長　

松
山　

正
治

大
阪
府

　

大
阪
府
知
事　

松
井　

一
郎

　

大
阪
市
長　
　

橋
下　
　

徹

　

東
大
阪
市
長　

野
田　

義
和

　

羽
曳
野
市
長　

北
川　

嗣
雄

　

岸
和
田
市
長　

信
貴　

芳
則

　

高
槻
市
長　
　

濱
田　

剛
史

　

四
条
畷
市
長　

土
井　

一
憲

　

摂
津
市
長　
　

森
山　

一
正

　

寝
屋
川
市
長　

馬
場　

好
弘

　

泉
大
津
市
長　

伊
藤　

晴
彦

　

枚
方
市
長　
　

竹
内　
　

脩

　

柏
原
市
長　
　

中
野　

隆
司

　

吹
田
市
長　
　

井
上　

哲
也

　

貝
塚
市
長　
　

藤
原　

龍
男

　

門
真
市
長　
　

園
部　

一
成

　

高
石
市
長　
　

阪
口　

伸
六

　

交
野
市
長　
　

中
田　

仁
公

　

忠
岡
町
長　
　

和
田　

吉
衛

奈
良
県

　

上
牧
町
長　
　

今
中　

富
夫

　

広
陵
町	

和
歌
山
県

　

橋
本
市
長　
　

平
木　

哲
朗

　

有
田
市
長　
　

望
月　

良
男

　

か
つ
ら
ぎ
町
長　

井
本　

泰
造

　

す
さ
み
町
長　

岩
田　

勉

　

高
野
町
長　
　

平
野　

嘉
也

　

上
富
田
町
長　

小
出　

隆
道

　

み
な
べ
町
長　

小
谷　

芳
正

　

北
山
村
長　
　

奥
田　
　

貢

兵
庫
県

　

西
宮
市
長　
　

今
村　

岳
司

　

明
石
市
長　
　

泉　
　

房
穂

　

高
砂
市
長　
　

登　
　

幸
人

　

香
美
町
長　
　

浜
上　

勇
人

　

福
崎
町
長　
　

嶋
田　

正
義

　

三
木
市
長　
　

薮
本　

吉
秀

岡
山
県

　

岡
山
市
長　
　

大
森　

雅
夫

　

玉
野
市
長　
　

黒
田　
　

晋

　

備
前
市
長　
　

吉
村　

武
司

　

美
作
市
長　
　

萩
原　

誠
司

　

総
社
市
長　
　

片
岡　

聡
一

　

高
梁
市
長　
　

近
藤　

隆
則

　

矢
掛
町
長　
　

山
野　

通
彦

　

奈
義
町
長　
　

花
房　

昭
夫

広
島
県

　

広
島
市
長　
　

松
井　

一
實

　

尾
道
市
長　
　

平
谷　

祐
宏

　

庄
原
市
長　
　

木
山　

耕
三

　

三
原
市
長　
　

天
満　

祥
典

　

大
竹
市
長　
　

入
山　

欣
郎

　

東
広
島
市
長　

藏
田　

義
雄

　

廿
日
市
市
長　

眞
野　

勝
弘

　

三
次
市
長　
　

増
田　

和
俊

　

安
芸
高
田
市
長　

浜
田　

一
義

　

府
中
町
長　
　

和
多
利　

義
之

　

世
羅
町
長　
　

奥
田　

正
和

　

海
田
町
長　
　

山
岡　

寛
次

鳥
取
県

　

鳥
取
市
長　
　

深
澤　

義
彦

　

米
子
市
長　
　

野
坂　

康
夫

　

倉
吉
市
長　
　

石
田　

耕
太
郎

島
根
県

　

浜
田
市
長　
　

久
保
田　

章
市

　

江
津
市
長　
　

田
中　

増
次

山
口
県

　

山
陽
小
野
田
市
長　

白
井　

博
文

　

岩
国
市
長　
　

福
田　

良
彦

　

光
市
長　
　
　

市
川　
　

熙

高
知
県

　

高
知
県
知
事　

尾
﨑　

正
直

　

高
知
市
長　
　

岡
﨑　

誠
也

　

四
万
十
市
長　

中
平　

正
宏

愛
媛
県

　

伊
予
市
長　
　

武
智　

邦
典

徳
島
県

　

板
野
町
長　
　

玉
井　

孝
治

香
川
県

　

善
通
寺
市
長　

平
岡　

政
典

福
岡
県

　

行
橋
市
長　
　

田
中　
　

純

　

小
郡
市
長　
　

平
安　

正
知

　

糸
田
町
長　
　

伊
藤　

良
克

長
崎
県

　

長
崎
県
知
事　

中
村　

法
道

　

長
崎
市
長　
　

田
上　

富
久

　

大
村
市
長　
　

松
本　
　

崇

　

佐
世
保
市
長　

朝
長　

則
男

　

松
浦
市
長　
　

友
広　

郁
洋

　

西
海
市
長　
　

田
中　

隆
一

　

時
津
町
長　
　

吉
田　

義
德

大
分
県

　

宇
佐
市
長　
　

是
永　

修
治

熊
本
県

　

水
俣
市
長　
　

西
田　

弘
志

　

荒
尾
市
長　
　

前
畑　

淳
治

宮
崎
県

　

日
向
市
長　
　

黒
木　

健
二

　

新
富
町
長　
　

土
屋　

良
文

　

国
富
町
長　
　

河
野　

利
美

鹿
児
島
県

　

鹿
児
島
市
長　

森　
　

博
幸

　

曽
於
市
長　
　

五
位
塚　

剛

沖
縄
県

　

糸
満
市
長　
　

上
原　

裕
常

　

浦
添
市
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原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大
会
へ
の
広
島
・
長
崎
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
一
発
の
原
子
爆
弾
は
、
無
差
別
に
罪
も
な

い
多
く
の
市
民
の
命
を
奪
い
、
ま
た
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
た
人
々
の
人
生
を
も
一
変
さ

せ
、
終
生
に
わ
た
り
心
身
を
苛
み
続
け
て
い
ま
す
。
原
爆
は
、
非
人
道
兵
器
の
極
み
で
あ
り

「
絶
対
悪
」
で
す
。

　
被
爆
者
は
、
辛
く
厳
し
い
境
遇
を
生
き
抜
き
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
と
平
和
へ
の
思
い
を

訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
を
世
界
の
人
々
が
共
有
し
、
進
む
べ
き
道
を

正
し
く
選
択
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
苦
し
み
や
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
き
た
多
く
の
被
爆
者
の
願
い
に
応
え
、
核
兵

器
廃
絶
に
取
り
組
む
た
め
の
原
動
力
と
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
広
島
市

は
、
平
和
首
長
会
議
を
構
成
す
る
６
１
０
０
を
超
え
る
加
盟
都
市
と
と
も
に
、
国
連
や
志
を

同
じ
く
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
命
あ
る
う
ち
に
核
兵
器
廃
絶
を
見
届
け
た
い
と
心
か
ら
願
う
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
79
歳

を
超
え
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
核
兵
器
の
な
い
世
界
が
実
現
す
る
よ
う
に
、
国
内
外
の
多
く

の
人
々
に
被
爆
者
の
体
験
や
平
和
へ
の
思
い
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
我
々
と
共
に
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
、
皆
様
が
今
年
も
「
原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大
会
」
を
開
催
さ

れ
、
平
和
へ
の
願
い
を
訴
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
誠
に
意
義
深
く
、
そ
の
取
組
に
対
し
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
是
非
と
も
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
被
爆
者
の
願
い
に
応
え
、
「
絶
対
悪
」
で
あ
る
核
兵

器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
、
共
に
力
を
尽
く
し
行
動
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

広
島
市
長
　
松 

井
　
一 

實

　
「
原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
長
崎
市
民
を
代

表
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
核
兵
器
の
全
面
禁
止
を
世
界
に
訴
え
た
第
１
回
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
大
会
を
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
１
９
４
５
年
８
月
９
日
午
前
11
時
２
分
、
長
崎
は
た
っ
た
一
発
の
原
子
爆
弾
に
よ
り
破

壊
さ
れ
、
女
性
や
子
ど
も
、
お
年
寄
り
も
無
差
別
に
７
万
４
千
人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
死
を
ま
ぬ
が
れ
た
７
万
５
千
人
の
被
爆
者
の
方
も
心
身
に
癒
や
す
こ
と
の
で
き

な
い
傷
を
負
い
、
被
爆
か
ら
70
年
を
迎
え
る
現
在
で
も
、
多
く
の
方
々
が
放
射
線
の
後
障

害
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　
被
爆
者
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎
市
民
は
、
原
爆
に
よ
る
悲
惨
な
体
験
を
世
界
の
誰
に
も

体
験
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
で
、
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
を
訴
え
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
世
界
に
は
今
も
地
球
を
何
回
も
破
壊
す
る
ほ
ど
の
威
力
を
持
つ
核
兵
器
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
際
社
会
で
は
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
焦
点
を
当
て
、
核
兵
器
を
国

際
法
上
禁
止
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
多
く
の

方
々
と
と
も
に
訴
え
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
成
果
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
実
感

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
市
民
社
会
か
ら
核
兵
器
廃
絶
の
気
運
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大
会
」
を
契
機
と
し
て
、
来
年
開
催
さ
れ
る
核
不
拡

散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
向
け
、
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を
願
う
人
々
の
連

帯
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
大
会
の
ご
成
功
と
、
皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

長
崎
市
長
　
田
上
　
富
久



20

2014 年世界大会の全容を収録。世界大会の報告に、2015 年 NPT再検討会議にむけ
た活動推進に大いに役立ちます。

階層別・分野別交流会のご案内
自交総連・産別交流会●8月4日(月)17:00～　広島国際ホテルB1スペイン・バルミ　カーサ

年金者のつどい2014●8月5日（火）15：30～17：30　広島市社会福祉センター4階大会議室

生協労働者のつどいinヒロシマ●8月5日(火)16:30～20:30
　第1部…碑めぐり・遺跡めぐり　16:30原爆ドー ム前集合
　第2部…夕食交流会　18:30～20:30　広島アンデ ルセン

国公労働者平和のつどい●8月5日(火)16:00～　広島YMCA

医労連参加者の交流の夕べ●8月5日(火)17:00～　広島市民病院10階食堂

第37回自治体労働者平和のつどい●8月5日(火)16:00～18:00　中国新聞ビル7階会議室

教職員平和のつどいin広島●8月5日(火)17:00～19:30　広島ロードビル

平和委員会参加者交流会●8月5日(火)16:00～18:00　鶴学園広島校舎201

民医連参加者交流集会●8月5日(火)17:30～20:00　ホテルセンチュリー21広島 

核兵器なくそう・女性のつどい2014inヒロシマ

関連行事

8月5日（火）18：00開会（17：15開場）・広島県立総合体育館小アリーナ

いのちをえらびとる断食のいのり
8月5日（火）10：00～16：00・平和公園内原爆供養塔隣

Ring! Link! Zero 青年の集いと文化の夕べ
8月4日（月）17：30～19：30・広島県立総合体育館小アリーナ

＝ヒロシマの継承＝高校生がヒバク証言を絵に
日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）の集会

日時　８月５日（火）15：３０～17：３０　会場　鶴学園広島校舎501号室

世界大会の成果を行動へ――

原水爆禁止 2014 年世界大会の記録
編集 ･ 発行　原水爆禁止世界大会実行委員会

2014 年 9 月初旬刊行予定／ B5 版 180 ページ（予定）　
■お申し込みは、各都道府県代表団へ



●広島市平和記念式典（8月6日 8:00～8:45）　広島市主催　広島平和公園
●長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典（8月9日 10:35～11:40）長崎市主催　長崎平和公園

国
際
会
議

広
　
　
　
島

長
　
　
崎

月　日
8月2日（土）

8月3日（日）

8月4日（月）

時　間
14：00～19：00
9：30～12：30
14：00～18：00
10：00～11：30

行　　　　　事
世界大会国際会議／開会総会・全体会議
世界大会国際会議／全体会議
世界大会国際会議／分科会
世界大会国際会議／閉会総会

会　　　場
広島市文化交流会館・３階「銀河」
広島市文化交流会館３階「銀河」
広島市文化交流会館ほか
広島市文化交流会館３階「銀河」

8月4日（月）

8月5日（火）

8月6日（水）

14：00～16：30
17：30～19：30
9：30～15：00

10：00～16：00
18：00～19：30
10：30～13：00
19：30～20：30

世界大会-広島／開会総会
※Ring!Link!Zero 青年の集いと文化の夕べ
分科会、動く分科会
（動く分科会は一部時間が異なります）
※いのちをえらびとる断食のいのり
※核兵器なくそう・女性のつどい2014inヒロシマ
世界大会-広島／閉会総会＜ヒロシマデー集会＞
ヒロシマデーとうろう流し

広島県立総合体育館グリーンアリーナ
広島県立総合体育館小アリーナ
広島市内各会場
（4～12ページ参照）
平和公園内原爆供養塔隣
広島県立総合体育館小アリーナ
広島県立総合体育館グリーンアリーナ
基町河川公園（相生橋東詰北側河川敷）

8月8日（金）

8月9日（土）

13：00～16：00
10：30～13：00
14：00～15：00

国際交流フォーラム
世界大会-長崎＜ナガサキデー集会＞
ナガサキデー署名行動

長崎大学中部（なかべ）講堂
長崎市公会堂ホール
浜の町アーケード内

※は関連行事です。

●原水爆禁止2014年世界大会日程
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